様式第１３
	土石類採取計画書

	行為を行う土地及びその周辺の状況
	

	採取面積
	平方メートル

	採取方法
	

	採取量
	立法メートル

	木竹の有無及びその処理方法
	

	跡地の処理方法
	

	備考

１　「行為を行う土地及びその周辺の状況」の欄は、傾斜の有無、周辺道路との高低差等について記載すること。
２　「木竹の有無及びその処理方法」の欄は、木竹がある場合は、その種類、樹齢及び本数並びにその処理方法（移植又は伐採）を記載すること。




◎起案に当たっての注意事項
１　必要に応じて、制定内容についての説明文を添付すること。

２　必要に応じて、根拠法令・関連する法令等の写しを添付すること。

３　決裁が終了したら、総務課法制係に送付すること。（公布の手続をします。）

４　公布後の原議書は、総務課法制係で保管するので、必要に応じて複写しておくこと。
５　書式設定については、規則用に設定が施されているので、絶対に変更しないこと。万一変更してしまった場合は、別紙を参照して設定し直すこと。
◎ひな型の修正経過
○　ページ設定におけるグリッド線の設定を変更　…　H17/10/06 変更(Ver.2.00)
○　表を作成したとき１行の高さが狭くならないように設定　…　H17/10/06 変更(Ver.1.01)
○　制定文の前に、制定の概要を記載することとし、制定理由の末尾記載を削除…　H22/02/18 変更
○　制定理由の表現を「○○しようとするもの」から「○○するもの」に改めた…　H22/04/27 変更
